
　

都
心
に
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
「
東
京
メ
ト
ロ
」（
正
式
名
称
：
東
京

地
下
鉄
株
式
会
社
）
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
首
都
圏
で
生
活
す
る
人
に
は
欠
か

せ
な
い
交
通
手
段
だ
。
現
在
の
営
業
路
線

は
、
２
０
０
８
年
に
開
通
し
た
副
都
心
線

を
含
め
て
９
本
。
駅
の
数
は
全
線
合
わ
せ

て
１
７
９
駅
。
よ
り
正
確
で
利
便
性
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、Ｊ
Ｒ
や
私
鉄

と
の
相
互
乗
り
入
れ
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

全
線
合
わ
せ
て
一
日
に
６
３
３
万
人
の

乗
客
―
。
言
い
換
え
れ
ば
、
東
京
メ
ト
ロ

は
そ
れ
だ
け
多
く
の
〝
命
〞
を
預
か
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。「
お
客
さ
ま
の
安
全
が

最
優
先
。
推
測
で
は
な
く
確
認
の
上
で
状

況
判
断
し
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
運

行
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
広
報
部
国
際
担

当
部
長
の
木
村
直
人
さ
ん
。〝
安
全
〞
で
あ

り
続
け
る
こ
と
こ
そ
、
彼
ら
の
最
重
要
任

務
な
の
だ
。

　

東
京
メ
ト
ロ
の
創
業
は
大
正
９
年
（
１

９
２
０
年
）。
記
念
す
べ
き
第
１
号
は
、
27

年
に
ア
ジ
ア
最
初
の
地
下
鉄
と
し
て
産
声

を
挙
げ
た
銀
座
線
（
上
野
〜
浅
草
間
）
だ
。

そ
の
後
、
丸
ノ
内
線
や
日
比
谷
線
が
開
通

し
、
64
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

に
路
線
数
が
一
気
に
拡
大
。首
都
圏
の
人
々

の
足
と
な
っ
て
は
や
80
年
―
。
現
在
は
路

線
ご
と
に
色
分
け
さ
れ
た
〝
ラ
イ
ン
カ
ラ

ー
〞
で
お
な
じ
み
の
、
人
々
に
親
し
ま
れ

る
地
下
鉄
と
な
っ
た
。
朝
や
夕
方
の
通
勤

時
間
帯
の
最
短
運
行
間
隔
は
１
分
50
秒

ご
と
に
１
本
。
遅
延
や
待
ち
時
間
の
少
な

い
〝
安
定
〞
し
た
運
行
も
、
そ
の
大
き
な

特
徴
だ
。

　

国
際
協
力
を
開
始
し
た
の
は
、
戦
後
間

も
な
い
50
年
代
の
こ
と
。
以
来
、
ア
ジ
ア
・

中
東
・
中
南
米
各
国
の
鉄
道
関
係
者
を
日

本
に
招
い
て
研
修
を
実
施
。
ま
た
、
社
員

を
専
門
家
と
し
て
現
地
へ
派
遣
し
、
日
々

の
業
務
で
培
わ
れ
て
き
た
、乗
客
が〝
安
心
〞

で
き
る
運
行
ノ
ウ
ハ
ウ
を
開
発
途
上
国
に

伝
え
て
き
た
。「
副
都
心
線
の
開
通
で
首
都

圏
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ほ
ぼ
出
来
上

が
っ
た
今
、
蓄
積
さ
れ
た
経
験
を
海
外
へ

活
用
し
、
サ
ビ
た
技
術
に
し
な
い
こ
と
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
の
で
す
」

と
鉄
道
本
部
鉄
道
統
括
部
の
上
田
正
人
さ

ん
は
話
す
。

　

近
年
の
協
力
の
代
表
例
は
、
経
済
発
展

が
著
し
い
イ
ン
ド
の「
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
」だ
。

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
と
排
気
ガ
ス
に
よ
る

大
気
汚
染
が
深
刻
な
首
都
圏
に
地
下
鉄
を

建
設
す
る
「
デ
リ
ー
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム

建
設
計
画
」
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
円
借
款
を
供

与
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
08
年
、

安
全
運
行
や
車
両
の
維
持
管
理
に
対
す
る

協
力
を
東
京
メ
ト
ロ
が
担
当
し
た
。

　
「
東
京
メ
ト
ロ
建
設
の
最
盛
期（
60
〜
70

年
代
）
と
比
べ
て
も
、
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
は

は
る
か
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
路
線
を
延
ば

し
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
整
備
さ
れ
て
い

く
ト
ン
ネ
ル
や
線
路
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
に
、

運
行
管
理
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
が
追
い
付
い

て
い
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
」。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家
と
し
て
、
08
年
に
２
度
現
地
入

り
し
た
鉄
道
本
部
運
転
部
の
難
波
芳
雄
さ

ん
は
、
当
時
の
様
子
を
こ
う
振
り
返
る
。

　

最
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
誤
解
も
あ
っ
た
。

ハ
イ
テ
ク
だ
か
ら
事
故
な
ん
て
起
こ
る
は

ず
が
な
い
―
。「
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
の
職
員
は

自
分
た
ち
の
シ
ス
テ
ム
に
自
信
を
持
っ
て

い
ま
し
た
」
と
同
じ
く
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
同
部
の
伊
東
岳
明
さ

ん
。
開
業
し
た
ば
か
り
で
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
の
経
験
が
少
な
く
、
万
一
の
場
合
に
備

え
て
対
処
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
分
か
っ

て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
難
波
さ
ん
と
伊
東
さ
ん
は
、
安

全
・
安
定
運
行
の
基
礎
と
も
い
え
る
、事
故
・

ト
ラ
ブ
ル
を
想
定
し
た
訓
練
を
提
案
。
現

地
に
い
る
間
に
、
爆
破
テ
ロ
に
よ
る
異
常

時
想
定
訓
練
を
行
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
「
最
初
は
現
実
味
の
な
い
訓

練
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
」
と
伊
東
さ

ん
。
車
両
基
地
内
の
広
い
敷
地
で
行
わ
れ

た
訓
練
。
地
下
の
本
線
上
で
は
使
用
が
困

難
な
大
き
な
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
っ
て
脱
線
車

両
を
戻
し
た
り
、
現
場
到
達
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
は
ず
の
救
助
隊
が
す
ぐ
駆
け
付

け
た
り
と
、
実
際
の
異
常
時
対
応
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
面
が
あ
っ
た
。

　
「
東
京
メ
ト
ロ
の
訓
練
で
も
、
現
実
的
で

な
い
点
は
反
省
し
、
よ
り
実
用
的
に
近
づ

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
デ
リ
ー
メ

ト
ロ
は
経
験
が
少
な
い
分
、
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
、
訓
練
内
容
の
改
善
に
力
を
入
れ
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
、
そ
う
伝
え
て
き

ま
し
た
」（
伊
東
さ
ん
）

　

自
分
た
ち
と
は
文
化
や
価
値
感
の
違
う

イ
ン
ド
。
日
本
の
経
験
が
そ
の
ま
ま
役
立

て
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、「
訓

練
と
反
省
を
繰
り
返
し
、
顔
と
顔
を
突
き

合
わ
せ
て
何
回
か
話
し
て
い
る
う
ち
に
、

少
し
ず
つ
分
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
う
」と
難
波
さ
ん
は
言
う
。実
際
、

路
線
ご
と
に
ラ
イ
ン
カ
ラ
ー
を
設
け
る
こ

と
や
整
列
乗
車
の
重
要
性
な
ど
、
こ
れ
ま

で
紹
介
し
て
き
た
東
京
メ
ト
ロ
の
取
り
組

み
が
い
つ
の
間
に
か
デ
リ
ー
メ
ト
ロ
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
良
い
点
は
ど
ん

ど
ん
ま
ね
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
―
。
そ
ん

な
思
い
で
、
今
は
東
京
か
ら
デ
リ
ー
を
見

守
っ
て
い
る
。

　

安
全
第
一
の
運
行
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る

東
京
メ
ト
ロ
の
〝
魂
〞
は
、デ
リ
ー
メ
ト
ロ
、

そ
し
て
イ
ン
ド
社
会
に
確
実
に
伝
わ
っ
て

い
る
。

東
京
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

デ
リ
ー
に
も
浸
透

東京メトロの指導を受けて整列乗車を実施するようになったデリーメトロ。
「利用者が増え続けている中で、こうしたルールを定着できた意味は大きい」
と難波さん。“並ぶ”文化のなかったインド社会に革命を起こしている
（撮影：久野真一）

東京メトロ（東京地下鉄株式会社）
安全第一の精神を途上国へ

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

首都圏に網の目のように張り巡らされた鉄道ネットワーク。
その中核を担っているのが「東京メトロ」の9路線だ。
80年以上にもわたり東京の都市機能を支えてきた、

“安全・安定運行”の確かなノウハウが、世界へ広がっている。

デリーメトロの路線図（建設中・予定も含む）。2021年まで
に首都圏の鉄道ネットワークを完成させる計画だ（撮影：久
野真一）

清潔に保たれたデ
リーメトロの車内。
ビジネスマンも家族
連れも、皆が安心
して利用できる地
下鉄を目指し、東
京メトロが運行管
理に協力した（撮
影：久野真一）

2008年11月、東京メトロで研修を受けたデリーメトロの職員と伊東さん・難
波さん（左から）。南北線・王子神谷駅の事務室で、駅の防災設備、昇降機、
シャッターなどを遠隔操作する設備を見学

列車の運行計画を図化した「ダイヤグラム」を使って、乱れたダ
イヤを元に戻すための「運転整理」について説明する難波さん
（左）。「将来、運転間隔が短くなった場合に備え、このような手
法を身に付けておくことが不可欠です」

ルーマニア

インドネシア
タイ

インド ベトナムエジプト
メキシコ

イラン 中国

一
日
6
3
3
万
人
の

命
を
預
か
る

異常時想定訓練で負傷者を搬送するデリーメトロの職員。
今後もより実践的な訓練が求められる
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